
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇城市地域公共交通網形成計画の概要            平成 31 年 4 月 

 １．計画の目的 

◆宇城市の持続可能な地域公共交通網を形成することを目的に、市が目指す将来のまちづくりの方針とも連携した地

域公共交通のマスタープランとして策定（根拠法令：交通政策基本法・地域公共交通活性化再生法） 

◆計画の区域：宇城市全域(必要に応じ周辺市町と協議) 

◆計画の期間：2019 年（平成 31 年 4 月）～2025 年 3 月（6 年間） 

 

 ２．宇城市の現状と地域公共交通の現状 

○人口減少、少子高齢化が進展 

○人口は松橋町の市街地や小川駅、三角駅周辺に集中 

○一方で沿岸部や山間地にも人口が点在 

○日常生活に必要な施設は松橋市街地に多く立地し、スーパ

ーや耳鼻科、皮膚科等のない地域も存在 

○JR：松橋駅、小川駅、三角駅等 5 駅立地 

○路線バス：松橋地域と三角地域でそれぞれ路線網を構築 

○乗合タクシー：小川町海東地区など 4 地区で運行 

○路線バス、乗合タクシーともに利用者は減少傾向 

１）宇城市の現状 

２）地域公共交通の現状 

■宇城市の地域公共交通網（JR、路線バス） 

 ３．バスの利用実態と市民アンケートの結果 

【バス利用実態調査 H30.9 月全系統全便乗り込み】 

○路線バス利用者は高校生以下と 60 歳以上が６割以上 

○松橋～砥用間、松橋～宇土・熊本間を除いて利用者は少ない 

○路線バスで登校する児童・生徒の下校時の利用が少ない 

【市民アンケート調査 H30.9 月 3,000 枚郵送、953 枚回答】 

○路線バスや乗合タクシーを「全く利用しない」人は約 8 割 

○約 3 割の市民が交通の不便さにより外出できないことがある 

 

＜本資料に関するお問い合わせ＞ 

宇城市地域公共交通活性化協議会事務局（宇城市企画部企画課企画振興係） 
〒869-0592 熊本県宇城市松橋町大野 85 番地 ／ TEL（0964）32-1111／ FAX（0964）32-0110 

 

■路線バス等の利用状況 

全く利用しない 

80.2% 

無回答 
7.8% 

路線バス 
8.4% 

乗合タクシー 
2.5% 

N=953 

両方 
1.2% 

■路線バスの利用者数の推移 

1,267 1,248 1,206 1,128 
783 792 799 

0

500

1,000
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2,000
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■路線バスに対する補助金額の推移 

79,165 
74,221 

92,980 90,844 

101,383 
105,615 

100,848 

60,000

80,000

100,000

120,000

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

（千円/年）

※前年 10 月～当年 9 月 

出典：住民アンケート調査結果 

７．計画の達成状況の評価について 

 

宇城市地域公共交通活性化協議会 

・地域の現状及び課題の把握 

・目標達成に向けた施策・事業の実施 

・PDCA サイクルによる事業進捗の評価 

市 民 

連 携 

周 辺 市 町 

本計画は、地域公共交通を取り巻く環境を踏まえ適宜内容を見直すとともに、施策・事業実施後においては、検証・評

価を実施し、6 年後の目指す地域公共交通の将来像や目標達成に向けて、自治体のみならず、交通事業者や市民にも積

極的に携わっていただき、協働のもと取り組んでいきます。 

協
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 ４．地域公共交通が抱える課題 

地域公共交通の維持、確保 交通空白地の解消 

○山間部や沿岸部に交通空白地が存在 
（26 行政区に約 4,700 人が居住） 

■本市における交通空白地(バス停及び JR 駅 500m 以遠) 地域公共交通の連携及び交通結節機能強化 

○駅までの交通手段は自動車での送迎が多い 
○公共交通相互の乗りつぎは少ない 

 

地域公共交通に対する市民の関心の向上 

地域公共交通に対する情報提供の推進 

５．課題解決に向けた基本方針と目標 

 

 

●交通拠点や医療機関、商業施設等を効率的に結ぶ地域公共交通網を形成し、人口減に対

応できるコンパクトシティ形成の基礎とします 

●導入や存続に基準を設け、メリハリある地域公共交通を目指します 

●交通空白地の解消を図ります 

基基本本方方針針１１  

基基本本方方針針２２  

基基本本方方針針４４  

”べんり“から一歩ふみ出す ～公共交通利用 20%への転換～ 

①-1 交通拠点（駅）への地域公共交通の利用率の向上 

目標（2024年度） 

15％（増加） 

20％（増加） 

18％（増加） 

●路線バス等のサービス水準を見直します 基基本本方方針針３３  

現 状 

799 千人 

100,848 千円 

約 1～2 人/便 

840千人（増加） 

80,000千円以下（削減） 

2.0人/便（増加） 

②－1 路線バスの年間利用者数の増加 

②－2 路線バスに係る補助金額の削減 

②－3 乗合タクシーの 1 便あたり利用者数の増加 

現 状 

4,700 人 1,700人（削減） ④－1 交通空白地居住人口の減少 

●免許返納者等高齢者や障がい者を支える地域公共交通導入を図ります 基基本本方方針針５５  
現 状 

17％ 23％（増加） ⑤－1 65 歳以上の高齢者の地域公共交通利用率の向上 

●地域公共交通を利用して守る意識の醸成を図ります 基基本本方方針針６６  
現 状 

約 65％ 約 71％（増加） ⑥－1 市民の地域公共交通に対する意識（市全体）の向上 

本市が目指す地域公共交通網の姿 

乗合タクシーの新規導入検討や見直し（同 2,4,5,6） 

○既存施設等を活用した交通（乗換）拠点の創出 

○既存交通（快速あまくさ号、乗合タクシー）の観光

等への活用 

○スクールバスの有効活用 

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 

検検  討討  実実施施・・評評価価・・検検証証・・見見直直しし  

（実施主体）市、交通事業者、市民 

目 標 

目 標 

目 標 

目 標 

目 標 

○地域公共交通の利用方法（乗り方等）が分からない人
が存在 

○特に、乗合タクシーの予約方法等が分からない人が多
く、情報提供が課題 

基本 
理念 

松橋駅：約 4％ 

小川駅：約 8％ 

三角駅：0％ 

現 状 

目標（2024年度） 

目標（2024年度） 

目標（2024年度） 

目標（2024年度） 

６．目標達成に向けた具体的施策及びスケジュール 

 
路線バスの見直し・再編（基本方針 1,2,3,5,6） （実施主体）市、交通事業者、周辺市町、市民 

○三角地域における路線バス再編 

○三角～松橋線の見直し 

○松橋地区の路線バス運行ルート等見直し 

 
※路線バスの再編、見直しにおいては、新たに設
けた存廃検討基準を用いて評価を行う。 

事事業業ススケケジジュューールル  

○導入基準に基づく乗合タクシー等を活用した新たな

地域公共交通の導入 

○存廃検討基準に基づく既存乗合タクシーの運行内容

等の見直し 

駅等を拠点とした交通結節機能の強化（同 1,2,3,5） （実施主体）市、交通事業者、関連事業者 

○松橋駅における交通結節機能強化 

○市街地等を回遊する新たな地域公共交通の導入 

○イオンモール宇城の交通結節機能強化 

路線バス・乗合タクシーの利用促進（同 2,3,5,6） （実施主体）市、交通事業者、市民、観光関係者 

○市民等を対象とした地域公共交通乗り方教室の実施 

○公共交通マップの作成等 

○料金システムの見直し 

○路線バスや乗合タクシーを活用した観光ルート構築 

○免許返納者への公共交通利用促進 

2024年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 

検検  討討  実実施施・・評評価価・・検検証証・・見見直直しし  

2024年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 

検検  討討  実実施施・・評評価価・・検検証証・・見見直直しし  

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 

適適宜宜検検討討、、実実施施・・評評価価・・検検証証・・見見直直しし  

（実施主体）市、交通事業者、教育委員会、関連事業者 既存ストック等を活用した新たな地域公共交通システムの検討・導入(同 2,3,4,5） 

○路線バスや乗合タクシーを「全く利用しない」人が 
約 80%存在 

○今後の路線バスや乗合タクシー利用意向なし約 80% 

○地域公共交通利用者の減少と行政負担の増加 
○交通事業者を制限する乗務員不足及び乗務員の高齢化 

■バス乗り方教室 

出典：九州産業交通 HD(株)HP 

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 

適適宜宜検検討討、、実実施施・・評評価価・・検検証証・・見見直直しし  


